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安全に関する注意事項

区画

この取扱説明書では,警告内容を次のように規定しています｡

直亘]その事象を避けなければ,軽症又は中程度の傷害を負う可能性のある場合
および物的損害の可能性のある場合に用いています｡

‡亘亘]装置を正しくご使用していただくための情報を記載しています｡

EB/EB-Wシリーズを安全かつ支障無くご使用いただくために,次の各指示事項にご注意

ください｡

[亘:亘]E即EB-Wシリーズを危険領射で使用しをいでください｡

供給電源電圧がヒューズホルダー部の表示電圧と合っていることを確認してく

ださい｡

EB/EB-Wシリーズには当社が用意したオプション及び腐辺機器を使用してく

ださい｡指定されたオプション以外のものをまちがって使用しますと,天びん

が正常に作動しなくなるおそれがあります｡

EB/EB-Wシリーズは堅牢な設計になっていますが,糖蜜磯券です｡従って,

取扱いを注意深く,ていねいに行うことにより,長期間故障なく使用していた

だくことができます｡

※引火性のある方ス,液体,粉塵などの漂うところ等｡



製品保証について

このたびは春機をご購入くださいましてありがとうございます｡

当社は本棟に対し､1年の睾晶保証をいたしております｡

万一保証期間中に当社の責により故障を生じた場合は､その修理または部品の代替を無常で行ない

ます｡

ただし､次に該当する故障の場合はこの対象から除外させていただきます｡

誤ってお取扱いになった場合

当社以外で修理や改造などが行なわれた場合

故障の原因が機器以外の≡理由に■よる場合

高温多湿･腐食性ガス･妄動など､過庶な条件の中でご使用になった場合

火災･地震その他の天変地異による場合

いったん据え付けた後､移動あるいは輸送された場合

消耗品毛よぴこれに準ずる部品

アフターサービスについて

故障と考えられる場合には､下言己のサービス会社へご連絡ください｡

サービス会社名(所在地) 一誌暮号 mX

東京島津科学サービス(札幌)
(011ト242-2㈲ (011ト242-2068

〒060一仙51札幌市中央区南1集束1丁目2-1太平洋興発ビル内

東京島津科学サービス(仙台)
P2司-261-481･2 (022ト268-3860

〒980心014 仙台市青葉区本町2丁目軒23 ビブレスタオフィスビル内

東京島津科学サービス(東京)
(03ト5820-3277 (03ト3864心191

■〒111-0053 東京都台東区浅草橋3-32-S ホッコク浅草橋ピル

関東メジャー(川幡)
(044ト9688096 (0ヰ4ト966-8694

〒215-0021川崎市麻生区上麻生3-18-8

京都島主筆計瀾サービス(名古屋)
く052)ヰ51ヰ621 (852ト451-4641

〒453〃016 名古屋市中村区竹槍町5-5 さかえビル4F

京都島津計測サービス(京都)
(075ト812-7001 (075)t812･7003

〒60小8483 京都市中京区西ノ京下全町9

カンサ(大敵)
(06ト6371-5234 (0句-6371-9187〒530-0013 大阪市]と区豊崎3-2-1淀川5番館9F

西日本島津科学サービス(福岡)
(092ト642-7571 (092)-642-7572

〒812-00ヰ4 葛岡市博多区千代2-1-15 富士物流博多ビル6F

松下製作所(福岡)
(092ト291-4382 (092ト272-3380

〒812-0037 福岡市博多区御供所町9-14



は じ め に

このたびは,島津電子天びんEBシリーズ,EBIWシリーズをお買い上酌､ただき誠にあ

りがとうどぎいます｡天びんを末永くお使いいただくため,ど使用の前には,必ずこの取扱

説明書をお読みになり,大切に保管してください｡

この取扱説明書は次の各機種について書かれています｡

EB-330H-A

tワイドレンジ形l
EB-340H EB-340EW

EB-430H EB-430IiW
EB-H/EWシリーズと呼びます｡

EB-3200H-A

EB-3300H EB-3300HW

EB-4000H

EB-330D-A

】デュアルレンジ剰

EB-340D EB-340DW

EIぅー430D EB-430DW

EB-3200D-A EB-D/DWシリーズと呼びます｡

EB-3300D EB-3300Dl好

EB-4300D EB-4300DW

E】ヨー60S-A

lシングルレンジ形l

EB-63S EB-63SW

EB-330S-A

EB-340S EB-340SW

EB-430S EB-43■OSW

EB-620S-A

EB-630S EB-630SW EBIS/SWシリーズと呼びます｡

EB-3200S-A

EB-3300S EB-3300SW

EB-4300S E】ヨー4300SW

EB-6200S-A

EB-6300S EB-6300SW

標準形

EBシリーズ

(EB-Aシリーズ)
と呼びます｡

ト校正分銅内蔵形

宝玉-Wシリーズ

と呼びます｡

[亘二重]EB-Aシリーズの場合,天びん本体の表示パネルには▲･-A”と記載されてお
りませんが,天びん本体右側面の製品銘板に``-A''と記載されております｡

サービス,保守用部品等ご用命の際には,"-A”をつけた形名をお知らせい

ただきますようお厭いいたします｡
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1.部品内訳と各黎の名称

梱包ケースには機種によって若干異なりますが,次の部品が各1個人っています｡

天びん本体,皿,皿受け,電源コード,天びんカバー,ヒューズ125皿A,

アースケーブル,取扱説明書,簡易風防,検査合格票

皿

皿受け

簡易風防

(ひょう量430g以下の境種に標準付属｡
ただし,330S-A,340S/SWにほ無い)

∈至∋

天びんカバー

(接着テープのセパレー
タをはがし,天びん
ケースにはりつけるJ

接着テープ

天びんケース

水準器

(
830S-A
340S/SW

3200S-A

3300S/SW

には無い｡ )

インタフェースIFlヨー101A取付穴

キーポーF

EEY王∋OARDコネクタ

チータ 丁イオー

DATAI/0コネクタ

アース端子

一1-

製品銘板

呂喜フ晶子三三3忘冶締ま無い)

天びん本体

校正レバー

(EB-Wシリーズのみ)

電源インレット

電圧表示及び

ヒューズホルダー



キースイッチ帯

レンジ切換えキー

(EB-D/DWシリーズのみ)

･レンジを切換えると善
に使います｡

モードキー

･メニュー選択に使い
ます｡

安定マーク

･メニュー選択で設
定された安定幅に

表示値が収まって

いるときに点灯し

ます｡

RANG【

MOD【

恭

PRl州T

TARE

ふうたい

テアキー(風袋消去キー)

･表示をゼロにします｡
･メニューの確定に使います｡

表 示 部

オン/オフキー

･ON/OFF(使用/暖機)
切換えに使います｡

プリントキー

･表示値をDATAI/0コネクタ
からプリンタなどの外部機器

へ出力します｡

スタンバイマーク

･曖機状態であることを示します｡

(コ(コ(コ⊂=コロ⊂7
L/.LJ.L/.+/.Lい+.L/｡

抄
l二:

州 曳 け○ (⊃

9

STAND8Y

動物測定マーク

積込み測定マーク

正味絵皇測定マーク

パーセント表示マーク

センターゼロマーク

･表示値の1桁下がゼロ付近
にあるとき点灯します｡

丁イオー

Ⅰ/0マーク

･外部機器と,DATAi/0
コネクタを通して通信して

いるときに点灯します｡

*これらのマークは,周辺機器(オプション)を使用して,それぞれの測定を行ってい

るときに点灯します｡

-2-



2.据 え 付 け

[亘司
据え付け場所

据え付け(1)

(2〕

(3)

(4)

(5〕

次のような場所は避けてください･…‥ほこり,凰,振動,直射日光,腐

食性ガス,引火性ガス,電磁波,

磁気,高温,高湿,急な温度変化

のある所｡

電源電圧を確認……供給電源電圧がヒューズホルダーの電圧表示の億の

-15%～＋10%以内であることを確認してください｡

天びん底面の説明ラベル

に従って輸送用固定ネジ

を固定側から解放側のネ

ジ穴にしっかりつけ換え

ます｡EB-Wシリーズで

は校正レバーを固定して

あるテープをはがします｡

天びんカバー(必要な場

合),簡易風防(ある機

種のみ),皿受け,皿の

順で天びん本体にとりつ

けます｡…rl.部品内訳と各

部の名称j(1ページ)参照｡

水平調整足車(水準器の

ある構種のみ)を回して,

水準器内の気泡が赤い円の

解放

固定

固定

EBシリーズ

EB-Wシリーズ

J 解放

テープ

中に入るように調整します｡

電8恵コードをコンセント

に接続しますとoFF表

示になります｡

[二塁コキーを押せば全
表示が点灯します｡

[垂亘司を押すと表示が

0となり,測定状態にな

ります｡

JrJ-L
J

J

LJLJLJしJ
LJ.リ.LJ.LJ.
▼ ▼ ▼ ▼

LJLJLJ
LLLJ.LJ.
▼ ▼ ▼

一3-



(6)

据え付け場所

の 移 動

[垂]

もう一度ロコキーを
押します｡スタンバイマー

クが点灯します｡

スタンバイマーク

暖機します｡･･････『3.曖横について』(4ページ)参照｡

スパン校正を行います｡･･･…『8.スパン校正』(9ページ)参照｡

性能点検を行います｡…‥『10.性能点検』(14ページ)参照｡

･移動前に,必ず輸送用国定ネジを差し換えます｡(手で持って静かに

移動する場合には不要です｡)

EB-Wシリーズでは,移動前に校正レバーを甲位置に合わせて
ください(クリック感があります)｡

･移動後,前記｢据え付け+に従ってください｡

3.暖鴇について

･2時間以上の通電(暖機状態

も含む)をしておくことにより,

[遷コキーと匡壷]キーを
押すだけですぐに精度のよい

測定がで卓ます｡

･使わないときでも電源コード

は抜かずに[置:]トを押
してスタンバイマークを点灯

状態にしておいてください｡

ACコンセントへ

†

金一雲警蒜どを

圏
頃廻
スタンバイマーク

1カ月以上使わないときは,電源コードを抜いておいてください｡

-4一



4,注 意 事 項

匝亘]

測 定 準 備

電源を入れる(1)

【2)

(3)

は)

こんな表示

が出た場合は

･天びん内部に水,金属ピンなどを入れない｡

･天びんケースを開けない｡

･皿にひょう丑を超える物を載せたまま放置しない｡

･磁気を帯びたものを近づけない｡

･天びん後部のコネクタには指定横器以外を接続しない｡

･皿にショックを与えない｡

5.測 定 手 囁

曖模しておきます｡･･

[墨]トを押します｡
全表示が点灯します｡

『3.暖機について』(4ページ)参照｡

闇喜二+ロl[空]押印押引9

[垂亘】トを押します｡
ゼロ表示となり,測定でき

ます｡

･政義示｡
ひょう量をこえる荷善が

かかっているとこの表示

になります｡また皿がつ

n
U
▼

nUnUnu

▼

9匿Ⅰ
nl
UL

9霹けられていないと一髭になります｡F15.故障?』(19ページ)
をこらんください｡

与戸鮎=== や

5P払△△表示｡

通常の潤定状態のときに

校正レバーが甲の位

-5一
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置にあるとこの表示になります0校正レバーを手前に引いて甲位
置に合わせてください｡通常の測定状態になります｡(EB-Wシリー

ズのみ)

===表示｡

全表示点灯あるいはメ

ニュー表示状態のときに

校正レバーが甲の位 g闇
測 定(1)

(2)

(3)

置にあるとこの表示になります｡校正レバーを手前に引いて甲の
位置に合わせてください｡全表示点灯あるいはメニュー表示になりま

す｡(EB-Wシリーズのみ)

[垂垂Iトを押して表示をゼロにします｡(風袋がのっていれば風袋
消去されます｡)

安定マークとセンターゼロ

マークが点灯していること

を確認してください｡

試料をのせて,安定マーク

が点灯したら表示を読み取

ります｡

試料と風袋の合計質量が

ひょう量を超えていると81

表示となります｡

n
U
▼

ロリUUnu

▼ 層

i～ヨリ

9匿l用語説明･安定マーク
…

…･表示値の変動がメニュー選択で設定された安定幅

(一) 以内に入っているとき点灯します｡

ゆっくりした荷重変化があるときは,安定マークが

ついたまま表示値が変化することがあります｡

･センターゼロマーク ‥…･表示値がゼロであって,かつ最小桁のさらに1桁

(○) 下がゼロ付近にあるとき,点灯します｡

･風袋‥‥･ ････試料の容器など｡

-6-



6.メニュー選択

この天びんは,据え付け場所の振動状態などに合わせて測定条件を選択して,より能率的

な測定ができるようになっています｡この選択を〔メニュー選択〕といいます｡

旧(1)

(2)

(3)

(4)

匡]トを押します｡

現在設定されている条件

が省略形で示されます｡

l｢nnJ｢
uリリU

月JP jr d
平均化処理

以後画キーを押す
どとに右図の順に表示が

変わっていきます｡

(回キーを押し続
けると表示が連続して変

化します｡)

･希望する条件に相当す

る表示れて[垂]
キーを押せばその条件

に設定されて,質量表

示に戻ります｡

･匡亘]トを押さな
ければ現在設定されて

いる条件はそのままで

す｡

d-ロF戸の次に通常の

質量表示にもどります｡

別の条件を選択する時は

く1)からやり直します｡

一7一

安定マーク点灯条件

⊂軋

5とnd

月-J

斤-～

5-J

5-～

P-J

P一ヨ

P一昭

d-ロ∩

d-ロF戸

nJ｢J｢n
uリリU

(質量表示)

現在虻き簸いる

d粘あ孟姦ング

スパン校正

聯モーF

平
均
化
処
理

安
定
マ
ー
ク
点
灯
条
件

未知質量甜定
1 (壕準)

未知質量測定
2 (高安定)

はかりとり

モ‾(鮎

はかりとり
モード 2
(凝定定)

安定厩
1カウント

安定庵
3カウント

安定幅

10カウント

ゼロトラッキング
ON

ゼロトラッキング
OFF

(質畳表示)



一途中でメニュー選択を中止するときは[還コキーを押します0
･電源を切っても測定条件はすべて記憶しています｡

･1回の操作で1項目の選択ができます｡複数項目の選択は必要回数繰り返し行っ

て選択します｡

･5と.っd(標準モード)を選ぶとかJ,P･J,d一…になります｡通常の測定

では5とnd(標準モード)が適しています｡

･平均化処理絹一言,か～,5-ト5-～)の設定は次表を参考にしてください｡
外乱(振動など) 設 定

未知質量測定 小 持一J

(質量がいくらか知りたいとき) 大 斤-～

はかりとり測定 ′ト 5一丁

(所定の質量をはかりとるとき) 大 5-～

･安定幅(安定マーク点灯条件)は,通常戸-Jに設定してください｡一般に安定幅

が小さい(Pの値が小さい)はど,測定値の精度は高くなります｡振動など外乱

の影響で安定マークが点灯しにくい場所で使用する場合は,戸一ヨまたはP-Jロ
に設定してください｡

･ゼロトラッキング(d-¢爪.d-○声F)の設定は,質量変化の観測または,液体

や粉体を非常にゆっくりと注入する場合を除いてd･0.1で使用します｡

･はかりとり測定では,注入速度が速い場合(表示の変化が速い場合)には,外乱

のないところであっても5-～のほうが適していることもあります｡

･与-!,5-～は未知質量測定にも使えます｡

･1カウントは天びんの読取限度(1日)に相当します｡

7,レンジ切換え

(EB-D/DWシリーズのみ)

レンジ切換え
･桓キーを押すたびに大レンジと
小レンジが切換わります｡(′ト数点

の位置がかわります｡)

･[:墨コキーを押したときは自動的に
大レンジになります｡

-8-
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乱 ス パ ン校正

電子天びんは地球の引力を利用して質量を測定します｡弓けプは地域によって少しずつ違う

ため,据付時には必ずスパン校正(感度校正)が必要です｡また,室温が大きく変わったとき,

厳密な測定の前,及び月1回程度行ってください｡据付場所を移動した場合や物が皿に落下す

るなどショックが加わった場合にもスパン校正を行なってください｡

8.1 内蔵分銅によるスパン校正

(EB-Wシリーズのみ)

EB-Wシリーズ以外

は8.2(11ページ)参照

注意:校正レバーは,ていねいに操作してください｡乱暴に操作すると

正確な校正ができません｡

頓(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

充分に暖模します｡･･‥『3.曖機について』(4ページ)参照｡

水平を確認します｡(水準器のついている機種のみ)

皿の上のものをおろし,

匡亘】トを押して表
示をゼロにしておきます｡

なお,EB-DWシリーズ

でほ大レン浅 小レンジ同

時にスパン校正されます㌔

[垂司キーを押して,

メニューの亡凱表示
にします｡

回キーを押して大
文字の亡凱 表示にし

ます｡(スパン校正状態

になりました｡)

安定マークが点灯してい

ることを確認します｡

nnnn
uUUU

g闇
亡恥

9匿】
[軋

9闇
EB-DWシリーズでは,大レンジ,小レンジどちらの状態ででもスパン校正されますが,

小レンジで校正操作した場合は･校正レバーを甲位置にもどすとき一瞬批表示
がでます｡これほ,内蔵分銅が小レンジより大きいために起きるもので故障ではありません｡
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(7)

胤

(9)

校正レバーを後へ押し,

甲位掛こ合わせます｡
(クリック感があります)｡

このとき一度安定マーク

が消えます｡

安定マークが再度点灯し

たら,回キーを押
します｡

亡乱の只の下に▼

マークが一旦点灯してか

ら与P乃ハ 〇表示に

なれば校正完了です｡*

一旦,F一-.-が表示され

てから好男∩:=ニ

などの表示になった場合

はスパン校正ができてい

ません｡校正レバーを

甲位置にもどしたう
え,(3)からやり直します｡

渾
軋
｢し 層
軋▼
｢L 層

ロリ
n
-U‖〔U-一

L
+
▼ 層

天びんの設置環境(振動･風など)によっては,与P鮎〇表示にならず,5P只∩

ト～などの表示が出ることもありますが異常ではありません｡5P符〔〇表示に

したい場合は再度やり直してください｡風や振動の環境を改善することも必要です｡

また,スパン校正で幸たときにほ与P只n〇表示と同時に,スパン校正した旨の信号

をDATAI/0コネクタから自動的に出力します｡このときの出力データは『9.スパン

チェック』(12ページ参照)に記す様式と同じです｡(EB-DWシ■リーズでは,スパン校

正前に設定されていた測定レンジに対応して表示･出力されます｡)

-10-



8.2 分銅(外部)によるスパン校正

EB一骨シ】ノーズでは,一般に内蔵分銅によるスパン校正が便利です｡8.1項(9ページ)参照｡

もし,お手持ちの分銅で校正したい場合にはEfiシリーズと同様に外部分銅(オプション)

で校正することもできます｡

手 順(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

帽)

(7)

(8)

充分に曖磯します｡･…‥『3.暖機について』(4ページ)参照｡

水平を確認します｡(水準器のついている機種のみ)

皿の上のものをおろし,

[垂]キーを押して表
示をゼロにしておきます｡

[垂司キーを押して,
メニューの亡凱表示
にします｡

匡亘】キーを押して大
文字の〔乱表示にし
ます｡(スパン校正状態

になりました｡)

安定マークが点灯してい

ることを確認します｡

校正用分銅*を皿に載せ

ます｡このとき一皮安定

マークが消えます｡

安定マークが再度点灯し

たら,回キーを押し
ます｡

亡凱 の只の下に▼

マークが一旦点灯してか

ら数値表示になれば校正

完了です｡一旦,古rr
が表示されてから数値表

示になった場合はスパン

校正で喜ていません｡校

正用分銅を確認して,(3)

に戻ってください｡

nnnn
uUUU

9匿I
⊂軋【g

巨∃回

国回
E璽]

r軋

｡闇
遥
〔軋

9闇
叩と 層】
竹丘ロロロ

9闇EB-D/DWシリーズは大,小それぞれのレンジでスパン枚正してください｡

*校正用分銅 『16.仕様j(21ページ)参照｡校正分銅が聞達っていたり,器差が大きすぎ

ると校正できないようになっています｡

一11一



g.スパンチェック

(EB-Wシリーズのみ)

EB-Wシリーズでは,内蔵分銅を使って,現在の感度(スパン)を簡単にチェックするこ

とができます｡

[垂司校正レバーは,ていねいに操作してください｡舌凰こ操作すると正確なスパンチェッ
クができません｡.

順(1)

く2)

(3)

(4)

皿の上のものをおろし,

国キーを押して表
示をゼロにしておきます｡

なお,EB-DWシリーズ

n
U
▼

nUロリnu 層
では,スパンチェックをしたいレンジにしておきます｡

校正レバーを後へ押し,

甲位置に合わせます0
(クリック感があります)

まず,5戸鮎 という

表示になり,しばらくし

て安定マークが点灯する

と同時に,スパンチェッ

クの結果が表示されます㌔

/腎
校正

診

5P鮎 ∫ロ
▼

9匿王必要があれば,このとき固キーを押せば,スパンチェックの結
果がDATAI/0コネクタから出力されます｡なお,安定マークが点灯

していない場合には匡堕司キーは無視されます｡

校正レバーを甲位置にもどします0
*表示の意味,出力データについては,次ページをど覧ください｡
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表 示 内 容 前記(2),(3)のときの表示内容と出力データの意味は次のようになってい

ます｡

表 示 例 出力(プリント)データ例 意 味

5PRn
-1

LI
SPAN O.000g スパン誤差なし

5P鮎一
っ
l SPAN-0.003g

ひょう量近くの測定を行

なった場合に,-3カウント

のスパン誤差がある｡*

5戸払っ二:= SPAN XXX

ひょう量近くの測定を行

なった場合に,＋100カウン

ト分以上のスパン誤差がある｡

5P鮎二二二 SPAN-ⅩⅩⅩ

ひょう量近くの測定を行

なった場合に,一100カウン

ト分以上のスパン誤差がある｡

･表示例の5P免1に続いて出る数値は,天びんの読取限度を1カウントとしたカウント
数です｡

･出力(プリント)データ例は,読取限度1mgの天びんを例に記載しています｡

･スパン誤差は測定値に比例します｡上表の*印の例では.ひょう量の1/3の測定では一1

カウントになります｡

･『8.1内蔵分銅によるスパン校正』く9ページ参照)を行なったときも同様の出力(プリン

ト)データが自動的に出力されます｡

･ゼロ点がずれたままスパンチェックを行なうと,正確なチェックはできません｡

･与;⊃R-1△△表示の状態では,一時的に敏感になっています｡風や振動などの外乱によ
り表示が変わりやすいので注意してください｡

･スパンチェックの結果を表示する前に,一瞬 5即hここ:表示が出ることがあります

が故障ではありません｡

ー13-



10.性 能 点 検

性能点検は,急激な室温変化などのないところで行なってください｡

これらの性能点検は,天びんが正常かどうかの判断の目安とお考えください｡

繰り返し性(1)

(2)

(3)

(4)

偏置蓋呉羞(1)

(四隅誤差)

(2)

充分に暖機します｡

…r3.曖横についてJ
(4ページ)参輿｡

ひょう量近くのおもりを皿の

中央に10回載せおろしして

Ⅹi:載せたときの表示値

Yi:おろしたときの表示値

を記録します｡

右式に従って標準偏差叱,叩

を求めます｡

叱,ロyともにr16.仕様』(21

ページ)にある標準偏差の1.5

倍以内であれば正常です｡

充分に曖機します｡

…F3.暖機についてJ
(4ページ)参照｡

ひょう量の約1/4のおもりを

右図の番号順に皿上で移動さ

せて,それぞれの値Ⅹ1～Ⅹ5

を記録します｡

皿の中央での値と,それ以外

での値との差(偏置誤差)が

(
EB-H/HWシリーズ

4カウント以内

EB一針SW,D/DWシリーズ

2カウント以内

凸冒孟諾苦
を10回載せ

垂ろし
載せる:Ⅹ1,Ⅹ2,…Ⅹi,…Ⅹ10

‡
おろす:Yl,Y2,…Yi,･･･Yl¢

ロⅩ=

またほ

♂y==

｢1D
_ヱ(ⅩトⅩ)2

i=1

10

g(Yi-Y)2

Ⅹ,Yは平均値

凸

莞
であれば正常です｡ +

1カウントとは,天びんの読取限度(1日)のことです｡
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11.ヒューズの交換

順11)

(2)

(3)

傾(1)

(2)

(3)

国夫びん本体から電源
プラグを抜いてください｡

右図の要領でヒューズホルダー

を抜き出して,ヒューズを新

しいものと交換します｡

(ヒューズはタイムラグヒュー

ズをお使いください｡)

▼マークが,使用する電源電

圧を示すようにして,ヒューズ林

ルタ+をしっかり差し込みます｡

一
P
O

12.t原書圧の変更

上記の要領で,ヒューズホル

ダーを抜き出します｡

▼マークが使用する電源電圧

を示すようにして,ヒューズ

ホルダーをしっかり差し込み

ます｡

なお,使用できる電源電圧範

囲は各表示電圧の-15～＋10

%です｡すなわち,電源電圧の

麗彗
や･♂､ヾ.･ヽ
＼_ノ

変動がないものとすればヒュー

ズホルダーの電圧表示に対し

て以下に示す電圧範囲で使用

できます｡

:;3:∴∴言;二三2ご]ヒュ去£三を使用(2叶ジ参照)

……::二二∴…三二…;;:コヒュこ≡三を使用(2｡ペ_ジ参照)
[重要必要に応じてヒューズを交換します0
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13.手

汚れた と き ･汚れたときほ,中性洗剤を軽く含ませた柔らかい布で拭き取ってくだ

さい｡

･有機溶剤や化学ぞうきんは塗

装や表示パネルを傷めます｡

･汚れやすい場所でのど使用に

は天びんカバーをお使いくだ

さい｡(23ページ参照)

シ

中性洗済

柔かい布

ナー

ジン

ノレ

きん

′鬱
1札 内麓分銅の校正

(EB-Wシリーズのみ)

E王トWシリーズの内蔵分銅は,エ場出荷時に正確に校正されておりますので,ユーザで内

蔵分銅の校正をする必要はありません｡

しかし,計量管理室など十分管理された基準分銅があり,しかも計量管理上その基準分銅

で内蔵分銅を校正する必要のある特別の場合や腐食性ガスなどの多い所で長年お使いの場合

などのために,内蔵分銅の校正ができるようになっています｡

なぉ,十分に管理された正確な基準分銅がない場合に,内蔵分銅の校正を行いますと,か

えって正確な測定ができなくなります｡

】頓(1)

(2)

(3)

(4)

充分に暖機します｡=…r3.曖機について』(4ページ)参照｡

水平を確認します｡(水準器のついている機種のみ)

皿の上のもの*をおろし.

[垂垂]キーを押して表
示をゼロにしておきます｡

[垂司キーを押して,
メニューの亡礼表示
にします｡

nnnn
uリリU

｡闇
亡軋

9匿]
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(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

[司トを約3秒押

して大文字のr軋表
示にします｡(内蔵分銅

校正モードになりました｡)

安定マークが点灯してい

ることを確認します｡

〔EB-SW,HWシリーズ〕

基準分銅*をのせます｡

〔EB-DWシリーズ〕

1)小レンジの基準分銅*

をのせます｡

2)安定マークが点灯した

ら,[垂垂]キーを押
します｡

3)r札の只の下に
▼マークが一旦点灯(約

1.2秒)したことを確認

して基準分銅をおろし

ます｡

4)安定マークが点灯した

ら大レンジの基準分銅軸

をのせます｡

安定マークが再度点灯し

たら,[垂司キーを押
します｡

r札の只の下に▼

が点灯した後 P亡軋

表示になります｡

F.-｢が出たら⇒q5〉

基準分銅をおろします｡

-17-

r軋

9圏
凸 EB-DWでは

畠小レンジ用
EB-DW

[恥
t/0 0

g巨∃【蔓】
【至I巨】
匡ヨ

EB-DW

叩と
l/0 0

9匿】
g凸賢ヲ詣
萱萱箋

,叩L !/0 0

9巨∃【蔓】
巨当日

戸[軋
Ⅰ/0 0

g闇



任α

仏力

(招

(13)

(14)

脚

チ ェ ッ ク

(1)

(2)

(3)

(4)

安定マークが再度点灯し

たら回トを押し
ます｡

このときⅠ/0マークが点

灯(約0,2秒)したこと

を確認します｡

校正レバーを喝夢位置
に合せます｡

安定マークが点灯したら

[垂亘]キーを押します｡
与P鮎 〇表示が出

たら校正は完了です｡***

Fr.-が出たら⇒(15)

蒜正レバーを〔野位置
にもどします｡

P[軋
0(U 層

P[ 艶 層
nU恥ロー｢Lコ 層

Fr.-表示が出たとき払基準分銅の種類がちがっているか,器差が公

差を大きくはずれています｡校正レバーが嘩夢位置にあることを確認
し,正しい基準分銅で(3)からやり直します｡

内蔵分銅の校正が終ったら,以下の手帳でチェックしておきます｡

内蔵分銅によるスパン校正をします｡『8_1内蔵分銅によるスパン校正』

(9ページ)参照

[三重]キーを押して,0にします｡
基準分銅をのせます｡

基準分銅の表記値と天びんの表示値との差が±2カウント程度以内であ

ればOKです｡もし,大きくほずれているときは基準分銅を確めてから

もう一度内蔵分銅の校正を行います｡

* 下皿フック(オプション)を使用しているとき毒も 下jmフックのみにしてください｡

(フックに吊り下げている吊り金具,吊り皿などははずします｡)

** 基準分銅は『16.仕様』に記載の校正用分銅値と同じ値の分銅を使用してください｡な

お,2種類以上の分銅値が使用できる機種でほ,より精度よく校正するため大きい方の

分銅値を採用することをおすすめします｡

*榊 5P軌1J～～などの表示が出ることもあります｡与P鮎〇に合わしたい場合
は再度やり直してください｡
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1軋 故 障 ?

対策のところに*が記されている場合は,取扱店または当社サービス部門にご連絡くだ

さい｡

(いつ) (どのような故障) (原因⇒対策)

測定の前 に 電源コードをコンセントに接続し ･電源コードが抜けている｡

ても何も表示しない｡ ･配電盤がOFFになっている｡

･ヒューズが切れている｡

⇒Fll･ヒューズの交創
(ユ5ページ)参腰

･電源電圧があっていない｡

[至垂]キーを押してもゼロ表示･皿がはずれている｡

にならない｡ ･天びん内部異常=事*

測 定 中 に 表示がふらつく｡ ･振動,風の影響

安定マークが点灯しにくい｡

センターゼロマークがすぐ消える｡

測定値がバラつく｡

⇒[芸冨芸芸≡芸善
･校正レバーが完全に測定位置になっ

ていない｡

･電気ノイズ(モータ,ソレノイドな

ど)や強力な電磁波の影響

⇒[ヲ警…芸≡警芸三三去｡
l九または一8Lが表示されるD･輸送用固定ネジをつけ換えていない｡

⇒F2･据え付別
(3ページ)参照

･皿上質量が垂すぎる｡

･皿がはずれている｡

突然8FF表示になった｡ ･瞬間的な停電があった｡

⇒[選コキーを押した後[垂亘]
キーを押す｡(0表示になる｡)

通電中なのに何も表示しなくなった｡ ･コンセントを入れなおす｡

与戸口n△△,5P鮎ニニ:
またほ‾‾‾表示になった｡

(EB-Wシリーズのみ)

･校正レバーをきちっと甲位置に
合わせる｡(クリック感があります)
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(いつ) (どのような故障) (原因⇒対策)

測 定 中 に 軽い荷重の方が応答が遅いことが ･故障ではなく,どく軽い荷重の場合

ある｡ 外乱か,実際に荷重が加わったのか

天びん内部で判定しにくいため,こ

のようになる場合があります｡

安定幅(Pl～P3)を/トさくしたり,

平均化処理をAlかSlにすれば低

減されます｡

なお.動物モードでは,外乱判定幅

が大きいため(動物が動いても,表

示が安定する必要がある)この状態

が出やすいので,一般の測定には,

使わないでください｡

保守の際に
スパン校正時に,一旦どrrが表･使用した外部校正用分銅が間違って

示されてから5戸鮎△△表示
になる｡

スパン校示時に匡茎亘司を押すと
重量表示に戻る｡

いる｡

皿に物が乗っている｡

そ の 他 表示器の上位桁(左側)が少し ･故障ではなく,蛍光表示器の特性で

暗い｡

∈rr一言が表示される｡

す｡[墨]トを押し全表示の点
灯状態で,長時間おいておくと改善

されることがあります｡

･天びん内部異常=>*
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16.仕

形 名
EB-63S EB-340S EB-430S EB-630S EB一芸∋00S EB-4300S EB-6300S

EB-63SⅦ EB-340SW EB-4却SW EB-630SW EB-33∝6W EB一雌SW EB-6a刀S＼Ⅴ

ひょう皇 (g) 63 340 430 630 3300 4300 6300

読取限度(mg) 1 10 10 10 100 100 100

額準慮差(mg) 1 6 6 10 60 60 100

直線性 (mg) 土2 士10 ±10 士20 土100 士100 ±200

皿径 (mm) 110 110 110 160 160 160 160

校正用分銅値(g) 60 300 400

(300)

600 3000 4000

(3000)

6000

形 名

EB-340Ⅰ) E王ヨー430D EB-3卸D EB-4渕)D EB-340日 EB-430H EB-3300H

EB一別田DW EB-430DW EB-33∝)D EB-4∬⊃ EB-340IiW EB-430IiW 玉田-3瓢HW

ひょう量 (g) 340/6() 430/60 3300/600 4300/600 340 430 3300

読取限度(mg) 10/1 10/1 100ノ10 100/10 1 1 10

標準偏差(mg) 6/1 6/1 60/10 60/10 1 1 10

直線性 (皿g) 士10/士2 士10/士2 100/±20 士ユDO/±20 ±2 ±2 ±20

皿径 (mn) 110 110 160 160 110 110 160

校正用分銅値毎) 300/60 400/餌

r300/60)

3000/600 4000/600

(3∝氾/α)0)

300 400

r30∩)

3000

形 名 EB-4000H
EB-60S EB-330S EB-620S E王≡ト32(〕OS EB-6200S EB-330工)

-A -A -A -A ーA -A

ひょう丑 (g) 4000 62 330 620 3200 6200 330/60

読取限度(mg) 10 1 10 10 100 100 10/1

壕準偏差(mg) 10 1 6 10 60 100 6/1

直線性 (mg) 士30 土2 士10 ±20 士100 士200 ±10/土2

皿径 (mm) 160 110 110 160 160 160 110

校正用分銅値(g) 4000

(3000)

60 300 600 3000 6800 300/60

形 名
EB-3200D EB-330H EB-3200王i

ーA 一A -A

ひょう丑 (g) 3200/600 330 3200

読取限度(mg) 100/10 1 ユ8

標準偏差(mg) 60/10 1 10

直線佐 (mg) 士100/士20 ± 2 ±20

皿径 (mm) 160 110 160

校正用分銅億色) 3000/600 300 3000
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共通仕様 使用温麦範囲 5～40℃

感度の温度係数･･････±5ppm/℃:EB-S/SW,D/DWシリーズ

(10℃-35℃) ±3ppm/℃:EB-H/HWシリーズ

本体(ハウジング)の大きさ･…･･約208×325×90ロm(WxDxH)

重さ=･==約4･5～515kg

･電源電圧

･消費電力

AClOOV,120V,220V,240V切換え可

-15%一一十10%,50/60Hz

約8VA

･校正用分銅の憲差は天びんの読取限定以内であれば理想的です｡特別付属品の校正用分銅

をおすすめします｡市販の1級分銅,1級基準分銅をど使用の場合はご使用の分銅の検定

公差に応じた精度で校正されます｡

校正分銅をまちがえた場合は校正されません｡ただし,上表の,()に示す分銅でも校

正できるようになっています｡この場合校正分銅をこえる範囲の馳走精度は多少低下する

ことがあります｡

･EB-D/DWシリーズの表中の値は大レンジ/小レンジの順で記載しています｡
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17.守晶リ スト

特別付属品(オプション)

品 名 部 品 番 号 備 考

応用測定キー AKB-101 321-34829-10

ケーブルを含む電子プリ ンタ EP-50 321-34986

ポケコンプリンタ CD-PCE650 320-02144-14

RS-232Cインタフェース王FB-101A

RS-232Cインタフェース王FB-101A一口NC

321-34769-10

321-34769

コネクタ固定ネジは
M2.6(メートル系ネジ)

コネクタ固定ネジは
#4-40ロNC(インチ系ネジ)

フットスイッチ FSB-101T 321-40012-01 TARE用

フットスイ･7チ FSB-101P 321-40012-02 PRINT用

風防ケース WBC-101 321-40857-01 天びん皿径 110m血用

プラスチック製風防ケースWBC-501 321-41025-11 天びん皿径 160mm用

床下ひょう量フック 321-34532-03

簡 易 風 防 321-34606-92 天びん皿径 110mm用

校正用分銅60g

600g

6kg

300g

3kg

300g,60g

3kg,600g

400g

4kg

400g,60g

4kg,600g

321-30090-01 】証ト60SrA,EB+;3S/野村用

321-30090-02 】旺ト620S-A,Ⅲト630S/SW用

321-30090-03 A, 用

321-30090-61

監芸芸芸器
321-30090-62 Ⅲ畑任トん棚

卿

321-30090-71 朗Ⅱ一丸拗DⅣ用

321-30090-72 3孤】D一九脚D

321-30090-63 EEト430おSl訂用

Ⅲト430ⅠむHW用

321-30090-64 -4300S/SW,4000Ii用

321-30090-73
-43皿/DW用

321-30090-74 4300D/DW用
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保守用部品

品 名 部 品 番 号 備 考

皿 321-40619-03 天びん皿径 110m皿用

皿 受 け 321-40910-90

皿 321-40619-04 天びん皿径 160mm用

皿 受 け 321-40909-90

天びんカバー 321-40870-11 天びん皿径 110m皿用

天びんカバー 321-40869-11 天びん皿径 160m皿用

簡 易 風 防 321-34606-92 天びん皿径 110mm用

輸送用固定ネジ 020-44653-41

ヒ ュ
ー ズ 100V/120V用 072-01653-09 200mA(タイムラグヒューズ)

220V/240V用 07Z-01653-07 125mA(タイムラグヒューズ)

電源 コ
ード 100V/120V用 071-60a14-10】

ACプラグは欧州向仕様220V/240V用 071-60814-05

画]警詔富漂監諾誤聖雪義認誤認諾誤等号竺鷲認諾ピケ雪質昌
については,誤手配を防止するため,ぜひご協力下さいますようお願いいたしま
す｡

ほ 周辺穐菩を使って

島津電子天びんと電子プリンタなどの周辺境器(オプション)とを合わせてお使いになり

ますと,更に能率よく,便利にお使いいただけます｡

周辺磯塞 応用測定キー 電子プリンタ ポケコン7｢ノンタ

磯 能 AKB-101 EP-50 CD-PCE650

ナンバーリング(サンフツレぬなどの設定と印字) ○

コンパレ一夕(大,中,小分類) ○

パーセント換算(水分率,灰分率などの測定に) ○ ○ ○

正味絶景測定(調配合に) ○ ○ ○

マニュアルプリント ○ ○ (〕

稜込み測定(臓器,機械部品などの測定に) ○ ○

動 物 測 定 ○ ○

オートプリント ○ ○

定 数 乗 算 ○ ○

統 計 計 算 ○ ○

BASIC言語による低価格データ処理 ○

質量変化の観測(所定時間間隔での印字) ○

複数試料の水分率,残留分率測定など ○

･RS-232Cインタフェース1FB-101Aを使用してパソコンと接続すれば上記以外の機能も可

能です｡この場合も,電子プリンタ,また(ま,ポケコンプリンタと併用できます｡
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1名.1 応用測定キーAKB-101の使い方

筑
機

能

パ+セント測定(1)

(2)

(3)

キーボード

天びんの電褒コードを抜いてから,下図のようにKEYBOARDコネクタ

に接続します㌔

応用卸定キーA王こB-101

室甑
EEYBOAR工)

コネクタ

[垂司キーを押したのち･基準試料をのせます｡(下表参照)

[こ琵芸]キ‾を押すと･基準試料を100%とする%表示になります｡
匿彗キーを押せば,グラム単位と切換わります｡基準試料の変更
はグラム単位の表示のときに行ってください｡

応用例 ㊧

去土
⊂空主Q =:::〇･乾

Ii)容器をのせて (ii)試料を入れて

[垂司 国後[垂]

土謹
慎串

(iii)容器ごと乾燥済みの

試料をのせると,水

分率がマイナス値で

表示されます｡

上図(酌で,[萱亘垂]キーを押さな州ま,残留分(灰分など)の測定と
なります｡この場合,結果はプラス値で表示されます｡

*EB-Wシリーズで校正レバーが校正位置にある場合には,AEB-101の蔑能は働きません｡

-25-



基準質量ref.(カウント) rer.≦97 97<ref.≦999 999<ref.≦9999 9999<ref.

最小表示(%) %換算不可能 1 0.1 0.01

即ヨーD/DWシリーズの場合は,各レンジ毎に上表のようになります｡なお,小レンジで%

設定した後,大レンジにした場合は,%表示では小レンジの馳走範囲を越えると別表示に
なります｡大レンジの測定範囲で%表示する場合ほ,大レンジで%設定し直してください｡

正味絵量測定

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

複数の試料及び溶媒等の謂配合に最適です｡

(例)試料Aを2g,試料Bを5g,試料Cを10gはかりとって,さらに

溶媒(シンナーなど)を加えて合計100g-の溶液を作る場合｡

容器をのせて[或キーを
押します｡

試料Aを2gはかりとって

巨璽ヨキーを押します｡
(表示がゼロに戻ります｡)

その上に試料Bを5gはかり

とって匡至当キーを押しま
すも(表示がゼロに戻ります｡)

その上に試料Cを10gはかり

とり,匝至司キーを押すと
A十B＋C=17gを表示します｡

表示が目標値100gになるまで

溶媒を加えれば完了です｡

なお,匝璽トを押すた
びにDATAI/0コネクタから

表示値が出力されます｡

日
工亘垂]

辿牢慧監部｡
Mマーク点灯

盛匡垂∃
‥･Mマーク点灯

奥匝亘
…Mマーク点灯

マニュアノ例ントl匝司キ咄,天びん本体の匝]キーと同じ働きをします｡

外部風袋消去】[垂]トは,天びん本体の回キーと同じ働きをします｡
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18.2 電子プリンタ∈P-50の使い方

続
機

能

パーセント換算

正味絵量測定

データアイオー

天びんの電瘡コードを抜いてから,下図のようにDATAI/0コネクタに

接続します｡

電子プリンタEP-50

AC

アダプタ

§

室甑
DATAI/0

コネクタ

応用測定キーA王(B-101と同じ｡

芯ユア例ンり巨垂]キーを押すたびに･表示値を印字します｡

積込み測定

オートプリント

天びんの表示で20カウント分以上の質量のものをのせて表示が安定する

と同時に自動的に印字して天びんの表示がゼロになります｡

(次の試料はその上に追加するだけでよく,いちいち降ろす必要はあり

ません｡)

天びんの表示がゼロ±3カウント以内のときに,天びんの表示で20カウ

ント分以上の質量のものをのせて表示が安定すると同時に自動的に印字

します｡この試料を降ろして,一旦,表示がゼロ±3カウントに収まっ

てから,次の試料をのせます｡

動物測定IF18･5コマンド･コードH34ページ)の｢動物鈍足+と同じ働きをしま丸

他 以上のはか,統計計算や定数乗算などができます｡

使い方の詳細は電子プリンタEP-50の取扱説明書をど覧ください｡
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18.3 ポケコンプリンタCD-PCE650の使い方

続

い方l

データアイオー

天びんの電薗コードを抜いてから,下図のようにDATAI/0コネクタに

接続します｡

熟
DATAI/0コネクタ

ポケコンプリンタ

BASIC言語による自由なデータ処理ができます｡

ユーザーRAMエリア:標準64RB

バッテリーパックアップ方式｡

7種類のソフトウェアが標準付属｡

応用測定(パーセント換算.正味後景測定,積込み測定,オートプリン

ト,動物測定)や統計計算もワンタッチです｡

(使用できる機能については本書のF18.周辺機器を使ってj(24ページ)

を参興してください｡)

使い方の詳細ほポケコンプリンタの取扱畿明書をご覧ください｡

なお,各種アプリケーションソフトの作成についてもご相談に応じます｡
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18.4 RS-232CインタフェースtFB-1mAの使い方

続
切
換
え
ス
イ
ッ
チ

Aモード

Bモード

天びんの電源コードを抜いてから,下図のようにRS-232Cインタフェー
デー･夕アイオー

スをDAでA王/0コネクタに接続します｡

DATAl/0

コネクタ

〔汐

切換えスイッチ
苛

桁

インタフェースIFB-101A取付穴

インタフェースIFB-101A

次のように切換えてください｡

A匝コB‥･･‥電子プリンタやポケコンプリンタを併用しないと
き｡

A[:垂司B‥…･電子プリンタやポケコンプリンタを併用すると
き｡
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タク

C

ネ

ウ】

コ

32一SR

例続

ピンIk 信号 Ⅰ/0 意 味

1 グランド

2 TXD 出 データ出力

3 RXD 人 データ入力

4 RTS 出 Aモードでは短絡,Bモードでは極性(＋)

5 CTS 入 で｢受信(送信)可+を示します｡

6 DSR 入 極性(十)で送信可を示します｡

7 SG グランド

20 DTR 出 痩性(十)で受信可を示します｡

Ⅶ
氾
D
T
R

DSR

RTS

CTS

SG

Ⅷ
m

DTR

DSR

RTS

m

SG

天びん側 ホスト側

上図は一例です｡接続するパソコンによっては多少異なることがあり

ます｡
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(ソフトウエア)

デー タ 様式 ･ASC工Ⅰ(JIS)コード

･1200BPS,パリティなし,8ビット長,1ストップビット

･Ⅹパラメータ,シフトコード なし

天びんからの出力データ様式く]はスペースを示します｡)

C/R

キャリッジ･リターン

単位

スペース 数字 小数点

極性 正のとき･･･スペース

負のとき ‥･-

臥,-8lのときの出力データ様式

0 L C/R

極性

天びんへの入力データ様式

コマンド･コード C/R

正のとき･･･スペース

負のとき … -

キャリッジ･リターン

…『17･5 コマンド･コードJ参照

コマンド･コードは1つの匝亘]について1つだけ使用できます｡
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プログラム例

･IBM

PC/AT

･NEC

PC-9801

VM2

･エプソン

HC-20

･エプソン

HC-40

例として,パソコンのスペースキーを押すどとに,天びんの表示値をパ

ソコン画面に表示するプログラムを示します｡

(++はスペースを示します｡)

10]OPEN]"COMl:1200,N,8,1”]AS++#1

20++PRINT+】#1,"]

30L+Z串=INEEY$

40]IF]Z$=…++でHEN+J30

50++PRINT]#1,``DO5p

60]INPUT++#1,A$

70]PR王NT++A$

80++GOTO ] 30

1D ] OPEN++"COM:N81NN''+,AS++#1

(行20以下,IBM PC/ATと同じ)

ボーレート(1200BPS)はパソコンのメモリスイッチで設定してくだ

さい｡

10し+CLOSE++#1,#2

20++OP玉:N"0'',#1∴`COMO:(48NIB)''

30++OPEN``Ⅰ'＼#2,丘COMO:(48NIB)p

40++PRINT++#1,``++

50++Z$=INI(EY$

60]IF]Z$=…++THEN++50

70]PRINT]#1,∵`DO5”

80]INPUT]#2,B$

90]PRINT++B$

100し+GOTO]50

10+JCLOSE++#1,#2

20++OPEN++"0'',#1,``COMO

30]OPEN]"Ⅰ'',#2,"COMO

(行40以下,HC-20と同じ)

(A8N13NN)''

(A8N13NN)''

エプソン社のケーブルを使うときは,ケーブル側25ピンコネクタの8番

ピンをカットしてください｡
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18.5 コマンド･コード

以下に,ポケコンプリンタ,またはパソコンなどと接続した場合に利用できるコマンドを

示します｡パソコンによっては,電源投入時,無意味なデータが天びんに入力される場合が

あります｡この対策として,最初に1回スペースコードとCRコードを天びんに入力してく

ださい｡

なお,ここに示していない文字や制御コードを天びんに入力すると,以後の天びんの動作

が保証されないだけでなく,正常な測定が行われなくなることがありますのでご注意くださ

い｡もし誤って,下表にない文字や制勧コードを入力したときは,すぐに電源コードを抜い

て,駒川砂経過後に再度差し込んでください｡なお,``Q'',"で'',``]”以外のコマンド･

コードは荷重表示になってから入力してください｡また,コマンド･コードを連続して入力

する場合にはコマンド間に150ms以上の間隔をおいてください｡間隔が短かいと後者のコ

マンド･コードが無視される場合があります｡

コマンド･コード 機 能 内 容

T

DO5

DO6

DOI

DO2

DO9

<不等号(より小)

>不等号(より大)

%

G

M

R

風 袋 消 去

プリント(1回出力)

オートプリ ント

速 乾 出 力

安定時速続出力

出 力 停 止

出力ディレイ ON

出力ディレイ OFF

100 % 設 定

% 2 g 切 換

メ モ リ

トータル･リセット

積 込 み 測 定

巨垂]キーに相当

匡亘‡トに相当
『18.2電子プリンタEP-50の使い方』(26ページ)参照

天びんのデータの連続出力

安定時の表示データの連続出力

オートプリント,連続出力,安定時速続出力の解除

天びんに接続するパーソナルコンピュータなどが,

RS-232Cの割込みを

･有している場合 出力ディレイOFF

･有していない場合 出力ディレイON

をあらかじめ入力しておきます｡

･初期状態は出力ディレイOFFになっています｡

･ポケコンプリンタを接続した場合には,まず最初に

出力ディレイONにセットしてください｡

圏キーに相当
匡彗キーに相当
匝璽キーに相当
メモリ,積込み,動物測定

の解除

【垂司キーに相当

『18.1応用剋定キー

AKB-101の使い方』

(24ページ)参輿

『18.2電子プリンタEP-50の使い方jく27ページ)参照
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コマンド･コード 機 能 内 容

A

字

b

攻

d

e

f

g

b

(

)

動 物 測 定

標 準 モ ード

未知質量測定1

未知質量測定2

はかりとりモード1

はかりとりモード2

安定幅1カウント

安定幅3カウント

安定幅10カウント

ゼロトラッキング
ON

ゼロトラッキング
OFF

･動いている動物の軌定に使用します｡

･排泄物などがあっても,20カウント未満の値ならば

表示は自動的にゼロに戻ります｡

･ゼロの安定マークを確認後,40カウント以上*の試

料をのせると,安定マーク点灯後,自動的にデータ

が出力されます｡

･安定幅戸は設定値の3倍になります｡

･平均化処理は5-∴または5-～を使用すれば
素早くはかれます｡

･只-～,P一丁告にすると,軽い物を静かにのせた
場合,実際より軽く印字されることがあります｡こ

のモードは動物測定で,動物が暴れて他のモードで

使用できない場合のみに使うモードです｡

･20カウント以上のものがのったまま,表示を0にし

ないで,次の試料をのせても出力されません｡

ただし,試料をおろしたときに一時的に20カウント

未満になることがあり,その場合には,次の試料を

のせると出力されます｡

表示が20カウント以上あるときは匡垂]キー操作
で0にしてからのせてください｡

5と一っd

只一!

月-～
亡_l
J 1

5一～

戸-J

P-き

0一昭l
l

O‾亡i持

古-Of戸

それぞれr6.メニュー選択+(7ページ)

と同じ働きをします｡ただし,各コマン

ドを受信すると直ちにその測定条件に

設定されますので,回キー操
作ほ不要です｡
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コマンド･コード 機 能 内 容

g

B

Q

L+(スペース)

設定条件確認

レン ジ切換え

ON/OFF

‡エコー･バックモード

校正分銅チェック

(EB-Wシリーズ

のみ)

何もしない

現在メニュー選択で設定されている条件が省略形で出

力されます｡例:AIP3d[亘

『6.メニュー選択』(7ページ)参照

国キーに相当(EB-D′DWシリーズのみ)

[置二]トに相当｡この機能ほ天びんが通電されて
いるときはいつでも働卓ます｡

これらのコマンF･コード以後,CR(キャリッジ･リ

ターン)コードまでの文字を1文字ずつ受信しては送

信します｡この機能は,天びんが通電されているとき

はいつでも働きます｡ただし,天びんからデータが出

力されている間は働きません｡

このコマンドが入力されると,校正レバーが嘩琴位
置にあるときはW(小文字)正己を,校正レバーが

甲位置にあるとき(評鮎△△表示のとき)は
W(大文字)[萱司を出力します｡
この哉能は天びんが通電されているときはいつでも働

きます｡

ダミーコマンド

*EB-S/SWシリーズ(EB-63S/SW,630S/SWを除く),EB-D/DWシリーズの大レンジ

での値です｡EB-H/HWシリーズ,EB-D/DWシリーズの小レンジ,EB-63S/SW,

630S/SWではこの値は｢100カウント以上+です｡

注)天びんの表示が㌘乙または一凱のときは,dDO5”,･`Q”以外は受け付けません｡

また,EB-D/DWシリーズの小レンジにおける乱(但し,大レンジとしては測定範囲

内の状誉)では,"DO5'',``Q'',■`B,,以外は受け付けません｡
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18.6 風防ケース WBC-101の取り付け

】頓(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

順(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

電源コードを電源コンセント

から抜きます｡

皿①,皿受け⑧及び簡易風防

(付属している機種のみ)を

天びん本体から外します｡

ネジ⑨を取り外します｡

風防ケースを天びん本体に載

せます｡

付属のネジ④で風防ケースを

天びん本体に取り付けます｡

(注:ネジ④は長さ14mmで,

ネジ⑨より長いものです｡)

付属の延長軸⑨及び皿受け⑧,

皿①を天びん本体にセットし

ます｡

取り外したネジ⑨は,ネジ④

が入っていた袋に入れ,袋を

風防の後面にセロハンテープ

で貼付けるなどして保管して

ください｡

①＼

18.7 風防ケースWBC-501の取り付け

電源コードを電源インレッ

トから抜きます｡

皿,および皿受けを天びん

本体からはずします｡

右図に示す三ケ所のネジを

約2m皿ゆるめます｡

風防ケースを天びん本体に

載せます｡

付属の押え金具を(3)でゆる

めたネジに差し込み,ネジ

をしめます｡

皿受け,および皿を天びん

本体にとりつけます｡
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18.8 その他の周辺機器

フットスイッチ

床下ひょう量

フ ッ ク

TARE用とPRユNT用があります｡

両手があきますので,重い試料ののせおろしに便利です｡

天びんのKEYBOARDコネクタに接続して使います｡

比重測定など,天びんの下に

試料を吊して測定する場合に

便利です｡

天びん底面にある輸送用固定

ネジの固定側ネジ穴にフック

をねじ込んで使います｡
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別NB21_60475

普汚晶弓変更のお女ロらせ

旧本語】

この電子天びんに使われているヒューズが､下記の通り変更になりました｡

保守部品としてご注文いただく際には､下記の部品番号でご注文下さい｡

100/120V用

220/240V用

200mA

125mA

部品名称 部品番号

Ft!SE,EA昆200MA O72-01653-09

FUSE,EA王;125MA O72･0165き･07

Infbrmation

Fuse払r也isbalanee血色sb∈2enre･designedaslistedbelo＼甘,

Pleaseord8rarepairi工噂fuse甘地tbep即tnu皿ber(P肘)1istedb¢10W･

Partname Partnlユmber野郎)

ForlOO/120V‾ 200mA FUS氏EAK200MÅ 072-01653-09

For220/240V 125mA FUSE,冨AK125MA O72-O1653-07
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